
令和４年度のと畜検査結果は下表のとおりでした。
また、滋賀食肉センターにおける令和４年度のと畜頭数は9,142頭となり、平成19年に滋
賀食肉センターが開場して以来、初めて9,000頭を上回り過去最高となりました。

一部廃棄 5,751頭 保留 11頭

一部廃棄 4頭 全部廃棄 6頭 全部廃棄 9頭一部廃棄 2頭

病畜 204頭
（対前年比116.6％）

【保留畜の精密検査結果】

合格 3,177頭

保留 10頭

【生体検査結果】

【解体後検査結果】

１．令和４年度 と畜検査結果

牛と畜頭数 9,142頭（対前年度比：109.5 %）

一般畜 8,938頭
（対前年比109.3％）

全部廃棄した15頭の内訳
（牛伝染性リンパ腫（従前の牛白血病） 9頭、敗血症 3頭、尿毒症 3頭）
BSEスクリーニング検査の対象牛はすべて陰性でした。
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牛肉の輸出については、令和元年度末から新型コロナウイルス感染症の流行により一時期
影響を受けておりましたが、令和４年度の輸出頭数は985頭となり、過去最高となりました。
また、輸出重量についても、令和４年度は89,474kgとなり、新型コロナ感染症流行前の平
成30年に次いで過去２番目となりました。
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一部廃棄 193頭
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４．搬入牛のヨロイ等の除去をお願いします

５．新任職員の自己紹介

岩垣 尚孝 （いわがき なおたか）

今年度（令和５年度）から新規採用され、食肉衛生検査所勤務
となりました岩垣と申します。前職では、保健所勤務や小動物
臨床などをしていました。と畜検査の観点から県民の皆様の食
の安全に寄与できるよう努めていきたいと思いますので、よろ
しくお願い致します。

体表に糞便（ヨロイ）等が付着した牛が散見されています。ヨロイには腸管出
血性大腸菌（O-157）をはじめとする食中毒起因菌が含まれている可能性が高
く、と畜解体処理の過程で枝肉に付着し、汚染されるリスクが高くなります。
そのリスクを低下させるために、と畜場へ牛を搬入する際は、ブラシや水を用

いてヨロイ等体表の汚れを除去するなど、生体時からの衛生管理について、引き
続き努めて頂くようよろしくお願いいたします。

３．食鳥処理施設の監視・指導について

加熱不十分な食鳥肉が原因と考えられる、カンピ
ロバクター食中毒が発生しています。
そこで、県内の食鳥処理施設（大津市を除く。）

３４施設に対して、食中毒発生予防の観点から下記
の点について監視・指導を行いました。
①食鳥肉を生食用として販売しないこと。
（現在、県内の食鳥処理施設（大津市を除く。）か
ら出荷されている食鳥肉は、全て加熱用です。）
②食鳥肉を販売する際は「加熱用」等の表示を行い、
生食用ではないことを確実に伝達すること。

③生肉で他の食品を汚染しないようにすること、生
肉を取り扱った調理器具は消毒すること。

県内のカンピロバクター食中毒発生件数

年度（平成） 件数（全件数） 原因順位

令和４年度 １件（５件） ３位

令和３年度 ０件（６件） -

令和２年度 ５件（１０件） １位

令和元年度 ２件（９件） １位

平成３０年度 １件（６件） ２位

令和２年度 令和３年度 令和４年度

施設数 34 37 35

処理羽数 388,073 449,973 456,873

監視施設数
（延べ数）

41 32 35


